金沢方式で訓練を受けた聴覚障害者の基本周波数 by Badran Emad
学位授与番号
学位授与年月日
氏名
学位論文題目
甲第１６９４号
平成１７年３月２２日
EmadBadranAbdulkaderElsayedMostafa
Long-TermEffectsofAgeofEnrollmentintheKanazawaMethodonFundamental
FrequenciesofHearing-ImpairedSubjects
(金沢方式で訓練を受けた聴覚障害者の基本周波数）
論文審査委員主査
副査
教授
教授
教授
小泉
山田
加藤
晶
正 仁
聖
内容の要旨及び審査の結果の要旨
聴覚によるフィードバックは正常な音声言語の獲得に必要であり、声の強さや基本周波数に
影響を与える。聴覚障害児の言語訓練法として開発された金沢方式は、聴覚ロ話法に加えて文
字言語や手話の理解、表出の言語訓練を行う多感覚的方法であるが、音声の性質（声質）に与
える長期の影響を調べた報告はまだ無い。そこで、音声の基本周波数を測定し、健聴者のそれ
と比較検討した。対象は就学前に金沢方式で言語訓練を受け始めた聴覚障害４０名（男性１７
名、女性２３名）と聴力正常な健聴児１０名である。金沢方式で言語訓練を受け始めた障害児
の平均年齢は２３カ月であり、すべて言語獲得前に診断された先天性聴覚障害児である。本研
究時の聴力レベルは１５名が50-89ｄＢ、２３名が９０－１２０ｄＢであった。健聴児は７～９歳の
音声言語正常児とした｡障害児ならびに健聴児から得られたスピーチ･サンプルはElectrovoice
F-V620マイクロホンにて採取し、デジタルオーディオレコーダーに録音した。録音された合
計８６サンプルに対してphono1aryngographによる音響分析をおこなった。得られた結果は以
下の通りである。
1)聴力レベルと声の高さの問には正の相関を認めた。この相関は小学生で強くみられ、特に
１０～１２歳の年齢層において著明であった。また年齢の上昇とともに声の高さは低下傾向を
示した。基本周波数は、幼児期：最小270Hz、最大465Hz、小学校低学年：最小280Hz、
最大620Hz､小学校高学年:最小230Hz､最大870Hz、１５歳以上:最小120Hz､最大330Ｈｚ
であった６
２)７～９歳の聴覚障害児における声の高さは健聴児のそれと有意差を認めなかった。基本周波
数の平均値は年齢とともに小さくなる傾向を認めた。
3)金沢方式で訓練を受けた聴覚障害男児の音声の基本周波数は緩やかな改善傾向にあった。
就学前男児の基本周波数平均値は３８３７Ｈｚ、小学男児327.85Ｈｚ、１５歳以上男性１５１２５
Ｈｚであった。
4)金沢方式で訓練を受けた聴覚障害女児の音声の基本周波数は男児と同様趾緩やかな改善傾
向にあった。就学前女児の基本周波数平均値は3600Ｈｚ、小学女児は30771Ｈｚ、１５歳
以上女性258Ｈｚであった。
5)早期から金沢方式での訓練に参加した聴覚障害児の年齢と声質の間には、より早く金沢方
式による訓練を開始した聴覚障害児の方が青年期では、遅くに訓練を開始した聴覚障害児
より、基本周波数はより正常に近い値を示した。
以上金沢方式で訓練を受けた聴覚障害児の声質は長期にわたり改善傾向にあった。また､よ
り早く訓練に参加できたものが正常に近い声質が得られることがわかった。このことから金沢
方式による音声言語訓練法は声質においても有用な方法と判断され、聴覚障害者の言語指導に
貢献する論文と高く評価された。
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